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内モンゴル東部における「モンゴル・アム」の意義 
――ホルチン左翼後旗を中心に
The Value of “Mongoru・amu” in Eastern Part of Inner Mongolia：
Focus on the Horqin Zuo Yi Hou Banner
斯日古楞
SIRIGULENG
要旨　「モンゴル・アム」とは、キビを加工した食物の一つである。「アム」とは「食糧」
の意味である。この言葉の意味からしても、モンゴル人のアイデンティティと強く結び付
いてきた食物だとわかるだろう。モンゴル人は昔から遊牧を中心とし、遊牧を損なわない
程度に、ナムク・タリヤーと呼ばれる粗放農業を営んできた。モンゴル帝国の時代には、
「モンゴル・アム」と「干し肉」を兵糧として用いていた。モンゴル各地域で「モンゴル・
アム」は重要な食物であった。しかし、清朝中頃以降、内モンゴル東部地域は急激な開墾・
農地化の流波にさらされ、モンゴル族の言語、習慣、伝統的文化もまた変化した。人びと
は羊肉や牛肉を食べなくなったかわりに、豚肉や鶏肉をよく食べるようになった。日々の
食事の食材生業の変化に伴い、変化せざるを得なかったことが明らかである。こうした背
景を持つ内モンゴル東部地域では、モンゴル人の食糧という名前を持つ「モンゴル・アム」
が食べつづけられてきた。現在、日常の食生活でも、儀礼でも「モンゴル・アム」がよく
食べられ、使われている。「騎馬民族」や「北アジアの遊牧民」という従来のイメージと
はかけ離れつつある「農耕モンゴル人」の食生活において「モンゴル・アム」の意義はど
のようなものなのか。「モンゴル・アム」という食べ物はモンゴル人のアイデンティティ
とどう関わっているのか。本稿では、伝統と変容という視点から、農耕モンゴル人が伝統
的モンゴル食を象徴する「モンゴル ･アム」を、どのように維持しようと試みているのか
について論じる。
Ⅰ．なぜ「モンゴル・アム」なのか
　内モンゴルは、日本と同じ東アジア食文化圏に属する。現代では、食のグロ－バル化に
より、箸を使い、穀類を食べ、調味料や野菜も使うというように共通点も増加してきたが、
一方で、モンゴル伝統的食文化としての「白い食べ物」と「赤い食べ物」が続けて食べら
れている。特に、内モンゴル各地域において「モンゴル・アム」という特徴的な食物が食
べられている。この点については、日本や、世界の他の国とは異なる。
　本稿では「騎馬民族」や「北アジアの遊牧民」という従来のイメージとかけ離れた生活
を送る東部地域の「農耕モンゴル人」を研究対象とする。本稿で扱う「農耕モンゴル人」
とは、農業あるいは半農半牧（農業を中心とし、牧業は補助的）を生業とし、定住式の土
造家屋やレンガ家屋に居住するモンゴル人のことである。彼等はモンゴル語を話す以外に
は、東アジアの何処でも見かける短い農作業に適した服装を着、豚肉や鶏肉を食べ、外見
上は漢人農民と何の変わりもない生活を送る人々である。本稿では、現在内モンゴル東部
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地域に定住し、モンゴル語話者の農耕民を「農耕モンゴル人」とする。「農耕モンゴル人」
という言葉をいつ、だれが使い始めたかは定かでないが、近年さまざまな研究領域でよく
使われている。例をあげれば、ブリンサインの『近現代におけるモンゴル人農耕村落社会
の形成』が挙げられる［ブリンサイン 2003］。
　「中国内モンゴル東部地域とは、現在の通遼市（旧ジリム盟）、赤峰市（旧ジュウオド盟）
やヒンガン（興安）盟1）等を含む約 21 万平方キロメートルの地域を指し、約 200 万人の
農耕民となったモンゴル人が暮らしている。それは内モンゴル自治区のモンゴル人人口の
約三分の二を占める」［ブリンサイン 2003：２］。この地域は清朝の中頃から急激な開墾・
農地化の流波にさらされてきた。多数の漢人農民の流入と開墾の拡大にともない、遊牧に
適した牧草地は急速に減少し、この地域のモンゴル人の生業は遊牧から半農半牧へ、さら
には農業へと転換せざるをえなかった。現在では農耕民化したモンゴル人の村落社会が形
成され、生活様式も漢人農民と大差ないものになりつつある。そして、内モンゴル東部地
域の「農耕モンゴル人」の食からは、特に伝統的な白い食物（乳製品）がほとんどなくな
り、赤い食物（肉）もほとんど稀になった。
　こうした背景を持つ内モンゴル東部地域の「農耕モンゴル人」の食文化の中でも、伝統
的モンゴル食のイメージを持つ「モンゴル・アム」をとりあげる。「モンゴル・アム」とは、
キビを加工した食物の一つである。「アム」とは「食糧」を意味しており。このことからも、
モンゴル人の「伝統的食」だとわかるだろう。伝統と変容という視点から「モンゴル・ア
ム」を論じる。
　内モンゴル東部地域において、「モンゴル・アム」は、日常よく食べられるばかりでなく、
元来、その仕込み作業は、家庭においては一年の生活サイクルに組み込まれ、白い食べ物
や赤い食べ物の仕込み作業と並び、家事の一大イベントと言ってもいいほどの大作業で
あった。しかし、東部地域の生業の変化、経済発展にともなう生活様式の変化は、「モン
ゴル・アム」のあり方にも変化をもたらしている。「農耕モンゴル人」の食生活における「モ
ンゴル・アム」の意義とはどのようなものなのか。「モンゴル・アム」はどのように食べ
つづけられてきたのか、社会環境の変化は、「モンゴル・アム」にどのように影響したのか。
また、このような状況がモンゴル人の食文化全体にどのような影響を与えてきたのか。こ
れらを明らかにすることは現代内モンゴル東部地域の食文化を分析する作業の一環として
重要であり、さらに、モンゴル族の近現代における社会変容、文化変容の様相を捉えるう
えでも欠かせない研究課題の一つである。
Ⅱ．調査地の概要
１．調査地
　調査対象地は中国内モンゴル東部の通遼市科尓沁（ホルチン）左翼後旗の吉尔嘎朗（ジ
リガラン）鎮 A 嘎査（ガチャ）である。
　中国内モンゴル自治区には 49 の民族が居住し、総人口は約 2,414 万人（2007 年）である。
その内訳は、漢族が約 1,883 万人、総人口の 78% を占める。モンゴル人は約 436 万人、総
人口の 18% である（しかし、内モンゴル自治区のモンゴル人口は中国のモンゴル族総人
口の約 80% を占める）。他の少数民族人口は約 95 万人、総人口の４% を占める［内蒙古
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自治区人民政府办 2008：３］。
また、内モンゴル自治区には、
遊牧、半農半牧、農耕など多様
な生産形式の特徴がある。総面
積は 118.3 万㎢である。農耕面
積は 713.9 万ヘクタールであ
り、全国の一人当たり耕地の４
倍で、全国の首位である［内蒙
古自治区人民政府办 2008：３］。
　上記の地区を調査地とした理
由としては以下のものがある。
第１に、内モンゴル自治区にお
けるモンゴル人の約三分の二は
その東部地域の通遼市（旧ジリ
ム盟）、赤峰市（旧ジュウオド盟）や興安盟（ヒンガン）に暮らしている。
　その三盟の内、通遼市の総人口は 313.9 万である。その内、漢人は約 159 万人、総人口
の 51%、モンゴル人は約 144 万人、総人口の 46% であるが、同時にそれは内モンゴル自
治区モンゴル総人口の約四分の一であり、モンゴル人人口が最も集中している地域である。
他の少数民族人口は約 10 万人、総人口の３% である［通遼市統計局 2011］。ホルチン左
翼後旗は、総人口は 40 万人の内、モンゴル人が約 29 万人、総人口の 73% を占め、漢人
は約 10 万人、総人口の 25%、他の少数民族は約１万人、総人口の２% で、最もモンゴル
人が密集して暮らしている地域の一つである。ジリガラン鎮の総人口は 2.6 万人である。
その内、モンゴル人は約 2.5 万人、総人口の 95% を占め、漢人は約 900 人、総人口の３%、
他の少数民族は約 100 人、総人口の１% にすぎない。筆者は、モンゴル人が最も密集し
て暮らしているホルチン左翼後旗を調査対象として選択した。
　第２に、内モンゴル東部地域では、清朝の中頃から急激な開墾・農地化の流れにさらさ
れてきた。多数の漢人農民の流入にともない、遊牧に適した牧草地は急速に減少し、モン
ゴル人たちの生業も遊牧から半農半牧、半農半牧から農業へと転換せざるを得なくなった。
現在では農耕化したモンゴル人の村落社会が形成され、生活様式も漢人農民と大差ないも
のになってきている。通遼市ホルチン左翼後旗は最も早くから農耕社会へ転換してきた地
域の一つである。『ホルチン左翼後旗誌』によれば、1802 年から 1899 年まで清朝は漢人
をモンゴル旗に移住させる「借地養民」政策をとり牧草地を開墾した［ホルチン左翼後旗
誌編纂委員会 1993］。そして、大量の漢人がこの地域に流入し、定住した。開墾面積は全
旗の総面積の 70% に上った。1927 年に大（大虎山）通（通遼）鉄道が完成して開通した
ことと、1935 年に日本満州国が吉尔嘎朗（ジリガラン）を通る街道を建設したことによっ
て、漢人がさらに多く流入して定住した。吉尔嘎朗（ジリガラン）は、1740 年―1955 年
の間旗ザサケ王府と旗人民政府の所在地であった。現在、ホルチン左翼後旗は通遼市の南
に位置し南は遼寧省に、東は吉林省に接している。この地域は漢民族や文化の影響を受け
てきたが、それはモンゴル人の食文化においても同様であると考えられる。
図１　内モンゴル東部地域における通遼市位置図
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２．調査地
　通遼市は内モンゴル自治区の東部に位置する。旧ジリム（哲里木）盟の中心で、松遼平
原の西、ホルチン（科爾沁）草原と「黄金帯」西遼河沖積平原の市の一つである。通遼市
は東が吉林省、南が遼寧省、西が赤峰市、西北がシリンゴル盟、北が興安盟に接している。
通遼市は、ホルチン区、霍林河（ホーリンゴル）市、開魯県、ホルチン左翼中旗、ホルチ
ン左翼後旗、フレ旗、ナイマン旗、ジャルート旗という行政区分から構成される。総面積
は 59,535㎢である。漢族を主として蒙古族・回族・満族・朝鮮族などの少数民族を有する。
　ホルチン左翼後旗は通遼市南部のホルチン砂漠と松遼（ソンリョウ）平原のつながると
ころに位置する。東は吉林省、南は遼寧省、西はフレ旗、北は開魯県、ナイマン旗にする。
総面積は 1,1534.13㎢。日本の千葉県の約２倍余りである。ホルチン左翼後旗2）は、10 鎮、
２ソム（蘇木）から構成され、その下に 262 のガチャ（村）がある。政府所在地はガンジ
ガ（甘旗卡）鎮である［ホルチン左翼後旗誌 2008：55］。
　ホルチン左翼後旗の地形は西北側が高く、東南側が低い。そして、西部は砂丘がひろが
り、主に牧草地として使われている。牧草地は約 1050 万ムー3）であり、家畜数は約 160
万頭飼育されている。東部は平地がひろがり、主に農耕地となっている。耕地は約 290 万
ムーであり、農作物は主にトウロモコシ、コウリャン、大豆、もみなどである。林地は
200 万ムーである［ホルチン左翼後旗誌編纂委員会 2008：２］。ホルチン左翼後旗の年平
均気温は 5.6℃で、最も寒い１月の平均気温が－13℃、最も暖かい７月の平均気温が 23℃
である。無霜期は約 154 日であり、秋霜は９月末ないし 10 月の初めから、春霜は５月の
上旬までつづく。年平均降水量は 450㎜である。風が強く、1989～2007 年の統計によると、
６級4）以上の風が年平均 33 日吹いており、春の３～５月は風が一番強く、月平均 20 日で
ある［ホルチン左翼後旗誌編纂委員会 2008：74-76］。
　この地域の居住形式は定住である。言語はモンゴル人がモンゴル語（ホルチン方言）と
（出所： 内モンゴルの人口数字は『内蒙古統計年鑑』2008：３より、ほかは調
査資料により作成）
図２　内モンゴル自治区及び調査地における民族の人口割合（%）
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図３　通遼市におけるホルチン左翼後旗の位置
図４　ホルチン左翼後旗における調査地の位置
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漢語を話し、漢人は漢語とすこしのモンゴル語（ホルチン方言）を話す。生業は主にて農
耕、半農半牧、林業、出稼ぎなどである。宗教は仏教とシャマニズムである。
　ホルチン左翼後旗では、各民族の居住パターンをだいたい単一集中居（一か所に集まっ
て住む）、雑居と散居という三つに分けることができる［ホルチン左翼後旗誌編纂委員会
1993：185］。
　単一集中居は甘（甘旗卡）金（金宝屯）北線と甘（甘旗卡）庫（クロン旗）線に沿った
北の砂丘地域に見られ、モンゴル族が集中して居住している。ここでは牧畜が主生業であ
り、農耕と林業が補助的に行われている。
　雑居はモンゴル人と漢民が雑居している居住パターンで、主に甘（甘旗卡）金（金宝屯）
北線の南側の平原に多く見られ、この地域では農業が主な生業であり、牧畜と林業がそれ
を補う。
　散居とは漢民族が集中している村に少数のモンゴル人が居住する場合とモンゴル人が集
中している村に少数の漢人が居住する場合を指す。
　このように、この地域は甘（甘旗卡）金（金宝屯）北線と甘（甘旗卡）庫（クロン旗）
線によってはっきり民族分布のパターンが分かれている。現地の人々によれば、甘（甘旗
卡）金（金宝屯）北線は日本人によって建設されたので、当時は「国道」と呼んでいたと
言う。今は「ジリガラン・ジャーム（吉尔嘎朗の道という意味）」と呼ばれている。ジリ
ガランは、1740 年～1955 年の間に旗ザサケ王府と旗人民政府の所在地であった。本稿の
調査地はこの「ジリガラン・ジャーム」の南の雑居地域である。
　ホルチン左翼後旗は、北方の典型的農牧交錯地帯に属し、農牧林業がさまざまに結び付
図５　ホルチン左翼後旗における民族分布のパターン
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いた経済類型とされている。ここには四つの経済類型区があり、牧畜区は中西北部の砂丘
地域で、主に牧畜が行われ、それに農林業が結び付いた地域である。農耕区は東南部の遼
河平原地域で、主に農業が行われている。本研究の調査地は東南部の農耕区である。半農
半牧区は南部で、農業と牧業が行われている。小城鎮区は主に鎮の所在地で、第三次産業
が発展している［ホルチン左翼後旗誌編纂委員会 2008：148］。
　調査地はホルチン左翼後旗ジリガラン鎮 A ガチャであり、ジリガラン鎮はホルチン左
翼後旗の中心に位置している。A ガチャの行政単位は 2000 年にソムからガチャに変更さ
れた。現在、225 世帯で、人口は約 1,100 人（2010 年の統計による）、そのうち、モンゴ
ル人が 940 人、漢人が 155 人、満族人は５人である。主な生業は農耕である。内訳は、
65% の世帯が農業で、30% の世帯が半農半牧である。羊が 520 頭（11 世帯）、牛が 340 頭、
馬が 30 頭いる。林業（退耕返林5）という政策による）と商業の世帯が５% である。商店
が 10 店、修理店が５店、農産品販売が６店ある。小学校と病院に勤務する人たちもいる。
出稼ぎは主に若者である。
３．生業活動
　内モンゴル東部地域におけるホルチン左翼後旗の生活における食を考察するために、現
在の農耕モンゴル人たちの年間生業活動サイクルを見ていこう。
　ホルチン左翼後旗では、改革開放経済政策によって、1981 年から生産責任制が導入され、
1996 年からは土地請負制が始まった。請負契約によって、請負関係が明確にされ、農牧
民の土地保有が 30 年間固定される。土地請負制では、人口が増えても土地は増えず、人
口が減っても土地は減らない。「2007 年における一人当たり耕地面積は 8.06 ムーであった。
季節 新暦
生業活動
農業 牧畜
春
3 月 肥料を畑に入る
4 月前半期 化肥、種を買う 予防注射
4 月後半期 早めの作物（トウモロコシ、大豆
など）の栽培が始まる5 月前半期
5 月後半期 畑を鋤く
夏
6 月
７月
遅い作物（蕎麦、水稲）の栽培が
始まる雑草を取り除く畑を鋤く
毛を切る
8 月 休み 種付け
秋
9 月中旬 農作物を刈り取る
10 月中旬 脱穀場で脱穀する
冬
11 月 作物の商売
12 月 休み
1 月 休み
2 月 休み 羊の分娩を助ける
出所：筆者の聞き取り調査より作成
表１　生業活動サイクル
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2002 年からは牧草地でも「双権一制（牧草地所有権、牧草地使用権という二つ権利と、
請負責任制という一つ制度を指し）」が始まった」［ホルチン左翼後旗誌編纂委員会
2008：107］。
　現在、農業をしているモンゴル人たちは農業技術と農薬の普及によって、農業を行う期
間が三ヶ月しかない。表１に示すように、３月から 11 月までに生業活動が集中しているが、
その中の三ヶ月しか実際に働く必要がない。12 月から２月にかけてはずっと暇である。
その結果、世帯の労働力があまった場合は、若者たちが都市へ出稼ぎに行くとか、村で商
店や修理店を経営するとか、いろいろな方法で空いた時間を利用することになる。
Ⅲ．「モンゴル・アム」とは
　「モンゴル・アム」とはモンゴル語で「モンゴル民族の食糧」という意味である。「アム」
とはモンゴル語で「口」と同時に「食糧」を意味する言葉である。「モンゴル・アム」は
キビを脱穀したものである。キビをホルチン・モンゴル語では「モンゴル」と呼び、漢語
では「糜子（ミーズ）」と呼ぶ。加工してすぐに食べられるような状態にしたもの（モン
ゴル・アム）を漢語では「炒米（チョウミー：穀物を意味する）」と言う。内モンゴル地
域における「モンゴル・アム」は、地方によって「シャラ・ボダー（黄色い米）」と呼ば
れることもあるが、一般には「モンゴル・ボダー（モンゴルの米）」ないし「モンゴル・
アム」や「アム」と呼ぶ。内モンゴル東部地域ではホーリーサン・バダー（また、ホーラ
イ・アム、ホーライ・バダー）と呼ばれている。モンゴル人がよく食べ、あるいは自ら作
ることからこの名前が付けられたように思われる6）［小長谷 2005］。内モンゴル東部地域
における「ホーリーサン・バダー」という呼び方は「米を炒る」という意味である。この
ような呼び方が漢族の影響を受けたものなのか、漢民族の呼び方が内モンゴル東部地域の
影響を受けたものなのか、検討する必要がある。
　「モンゴル・アム」という食物の材料であるキビ（黍、稷、学名：Panicum miliaceum）
は、イネ科の一年草で、種がアワに似た穀物である。色は白、黄色、褐色などである。モ
ンゴルの気候では２ヶ月半から３ヶ月で収穫可能な短期栽培植物、温暖な気候・日照りに
合う植物である。中国の華北地方では、アワとともに古代の主要穀物であった。「モンゴル・
アム」は冷性の食べ物とされ、咳き止め、気の循環改善、熱さましや整腸、体力回復に有
効であるといわれている。キビの成長期間が短いので、モンゴル高原の気候にとても適し
ている7）［馬玉明 1999］。
　内モンゴルにおけるキビの歴史は古く、昔からモンゴル人は遊牧を損なわない程度で、
ナムク・タリヤーと呼ばれる粗放農業を営んできた。モンゴル人の自然農法と名付けるこ
とができる。その農法をもって蕎麦や「モンゴル（キビ）」を栽培してきたと言われる。
　内モンゴルにおける「モンゴル・アム」について、小長谷は、以下のように記述してい
る。「モンゴル（キビ）」はモンゴル人の伝統的な農業であるナムク・タリヤー方式で作る
穀物である。60 日から 90 日の短い期間で生育し、乾燥した土地でもよく育ち、何の手入
れをしなくてもある程度の収穫を期待しうる穀物である。この特徴が牧畜を中心に暮らす
遊牧民の生活スタイルに合致したものであろう。生の「モンゴル」は、大きな鍋に入れ、
その上に少量の水をかけてから炉に火をつけて温める。ゆがくためではなく、温めること
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によって柔らかくするためである。ある程度の蒸気が出ると、火を止めて「モンゴル」を
取り出し、麻袋に入れる。その後、屋外で別の炉に大きい鍋を置いて、中に砂を入れ、強
火で鍋を温める。鍋と砂が紅くなるまで温まったところへ、蒸した「モンゴル」を２―３
キログラムずつ入れて炒る。熟したら鍋から砂ごと取り出し、砂と「モンゴル」を分離さ
せる。砂は再び鍋に入れて温め、残りを順次炒ってゆく。こうしてすべての蒸し「モンゴ
ル」を炒り終わる。炒った「モンゴル」を今度は臼などで脱穀すると、「モンゴル・アム」
が完成する「小長谷 2005：255」。
　内モンゴル東部地域（ホルチン地域）における「モンゴル・アム」について、A ガチャ
の包徳夫婦（79 歳）にインタビューした。以下は彼らの述べたことである。
　内モンゴル東部地域では、「モンゴル（キビ）」はマンハーン・ホートガリ（砂丘の間）
の畑で耕作する穀物である。「モンゴル」は、種まきをする前に一度、旧暦の３月に土を
耕し、旧暦の５月にもう一度、土を耕す。通常は、朝の涼しいうちに、種をまく。「モン
ゴル」は 60日-75 日の間に成熟する短期性作物である。内モンゴル東部地域の「モンゴル・
アム」の作り方は、大きな鍋に水を入れ、その上に「モンゴル（キビ）」を入れてから炉
に火をつけて温める。蒸気が出れば、シャベルでめくり返して、水がすべてなくなったら、
火を止めてモンゴル・アムを取り出す。これを「バーダ・フ－レゲナ（米を蒸す）」という。
これはアムを美味しく食べるために大事なプロセスで、膨張が足りなくても過ぎても品質
に大きく影響する。蒸した「モンゴル」は１時間から半時間ぐらい置いた後、「モンゴル」
を炒る。まず、まきの強火で炒る。２-３人が共同でこの作業する必要がある。大きい鍋
の中に砂丘の粗い砂を入れ、強火で鍋を熱する。次に、鍋と砂が紅くなるまで熱したとこ
ろへ、蒸した「モンゴル」を適量入れて炒る。最後に、熟したら「モンゴル」が砂の上に
出て自動的に分離するので、木のシャベルで鍋から取り出す。まだ熟していない「モンゴ
ル」は鍋に残り、再び「蒸したモンゴル」を鍋に入れて炒る。このように繰り返して残り
を炒ってゆく。炒った「モンゴル」を臼などで脱穀すると、「モンゴル・アム」が完成する。
前の小長谷の紹介と比べると、「モンゴル・アム」と砂の分離方法に違いがある。東部地
域の人々は「モンゴル・アム」について、このような作り方を培ってきた。
　かつては脱穀する場合、ひき臼を用いていたが、近年は、機械化されている。包徳夫婦
「モンゴル」を炒る ひき臼
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（79 歳）のインタビューによると、ひき臼の場合は、脱穀までに２、３回かけて挽く必
要があり、人やロバの力が用いられた。
　現在、内モンゴル東部地域で市販されている「モンゴル・アム」は包装された「モンゴ
ル・アム」とばら売り「モンゴル・アム」と、主に二種類がある。農耕化、都市化にとも
なう産業化を背景に、市販の「モンゴル・アム」に対するニーズは高まっており、農村で
も、都市でも広く販売されており、それに伴い、家庭で作られることが少なくなってきた。
商品化された「モンゴル・アム」の味は画一的である。本来の地域や家庭によって味が異
なる「モンゴル・アム」とは対極にあるが、便利さ、手軽さという点で、市販の「モンゴ
ル・アム」は受け入れられている。
Ⅳ．食生活における「モンゴル・アム」
　日本では、キビが食されることは少いが、内モンゴルでは、「モンゴル・アム」は単な
る食事にとどまらず、さまざまな食べ方で活用されている。
１．普段の食べ方
　内モンゴル東部地域では、「モンゴル・アム」は農耕モンゴル人たちに毎日食べられて
いるとは言えないものの、よく食べられている。食べ方は地域によって異り、主として以
下の四種類がである。①ホーリーサン・バダ （ーまた、ホーライ・アム、ホーライ・バダー）
（炒った米）：朝の乳茶に直接入れて一緒に飲みながら食べるか、生クリームやバター、ヨー
グルトなどに混ぜて食べる。②ハトー・バダー（硬い米）：作り方の前半は「モンゴル・
アム」の「バーダ・フ－レゲナ（米を蒸す）」過程と同じだが、鍋から取り出したら、炒
らないで干し、脱穀して米のように蒸し、おかずと一緒に食べる。③チョリガイ・バダー：
キビをそのまま脱穀して米のように蒸しておかずと一緒に食べる。④「モンゴル・アム」
でお酒を作る。
　１日の食事において、「モンゴル・アム」はさまざまな「役割」で食卓に登場する。朝は、
商店で包装されて売られている
「モンゴル・アム」
村の市でばら売りの
「モンゴル・アム」
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乳茶に直接入れて一緒に飲みながら食べる食べ方が普通である。たまに、主食として昼間
の食卓に登場する。さらに間食としても、食べられている。また、弁当として畑に持って
いくこともある。
　また現在では、結婚式やご馳走の食卓で前菜として生クリームやバター、ヨーグルトな
どと混ぜた「モンゴル・アム」が食べられている。現地の人たちによると、酒の酔いを抑
える効果があると言うことである。
２．食べ方の変化
　内モンゴル東部では、清朝の中頃から急激な開墾・農地化の流波にさらされてきた。多
数の漢人農民の流入と開墾の拡大にともない、遊牧に適した牧草地は急速に減少し、この
地域のモンゴル人たちの生業も遊牧から半農半牧へ、さらには半農半牧から農業へと転換
せざるをえなかった。食文化の変化も顕著であり、結果として特に伝統的な白い食物（乳
製品）はほとんどなくなり、赤い食物（肉）もかなり減少した。「モンゴル・アム」の食
べ方にも変化が生じている。例えば：
１ ）内モンゴル東部地域においては、20 世紀 50 年代から 21 世紀初まで、あるいは乳製
品がまだ商品化されていない時代に、農耕化により牧畜が少なくなり、冬の乳製品をあ
まり調達できない世帯や、牧畜をほとんど有していなかった世帯では、「モンゴル・アム」
に生クリームやバター、ヨーグルトなどを混ぜる代わりにお湯を入れて、砂糖やお菓子
を入れて食べられていた。また、間食としてそのまま砂糖と混ぜて食べられることもあっ
た。この時期には、伝統的モンゴル食物がどんどんなくなっていったが、「モンゴル・
アム」は工夫して食べられ続けてきた。
２ ）モンゴル各地域では、冬になると、「タラグ」8）という乳製品を「モンゴル・アム」と
混ぜて食べるのが普通であったが、20 世紀 50 年代から 21 世紀初までには、乳製品が
なくなり、内モンゴル東部地域のある「農耕モンゴル人」の世帯は「タラグ」の代わり
に、「モンゴル・アム」に白菜漬物汁と砂糖を入れて食べていた。この時期は、「農耕モ
ンゴル人」の食生活も変化し、漢族のように冬に白菜の漬物を食べるようになっていた。
この白菜漬物の汁もまた、タラグのように酸味を感じるものである。この地域の人たち
によると、お湯より白菜の漬物汁が美味しかったそうである。その後の時期には、果物
の缶詰の汁を同じように用いていた。おそらくこれは、元の味を維持しようとする努力
だと考えられる。
３．「モンゴル・アム」に似せて創造された食べ物
　「モンゴル・アム」に似せて創造された食べ物として「ザーリム」があげられる。「ザー
リム」とは、ポップコーンを加工し、粉状にした食べ物である。この地域のモンゴル人が、
「ザーリム」をいつから食べはじめたかよくわからないが、トウモロコシを栽培するよう
になってからのことと考えられる。作り方は「モンゴル・アム」と同じであり、「モンゴル」
を炒り終わったら、トウモロコシも炒る。あとに、その一部分は子供の間食とし、一部分
は加工して「ザーリム」とする。食べ方は「モンゴル・アム」と同じであり、生クリーム
やバター、ヨーグルトなどと混ぜる食べ方と、お湯を入れ、砂糖やお菓などと混ぜる食べ
方が多く、味は「モンゴル・アム」より美味しくない。「ザーリム」と「モンゴル・アム」
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を混ぜて食べられることもある。しかし、近年では、さまざまな食品を入手できるように
なったことにより、「ザーリム」を食べる人は少なくなっている。トウモロコシ栽培の開
始という生業の変化に伴って伝統的「モンゴル・アム」をまねて創造された食べ物「ザー
リム」はやはり「モンゴル・アム」の代わりをつとめられなかった。
４．文化、観光資源として
　内モンゴル東部では、モンゴル伝統的文化が変化してきたが、近年になると、観光の振
興のために民族文化の復興運動が推進されるようになった。例えば、都市・鎮では、モン
ゴル服装店、モンゴル手工芸やモンゴル DVD 店が増えている。同時に、モンゴルレスト
ランやモンゴル食品店なども増えている。特に観光地のモンゴルレストランでは、モンゴ
ルの伝統的な食を出したり、モンゴル歌を歌ったり、モンゴルの伝統的な食文化が復興さ
れている。「モンゴル・アム」を文化・観光資源として利用することにより、現代内モン
ゴル東部の社会において、伝統的モンゴル食を象徴する「モンゴル・アム」を活かす活動
もなされている。特に、この地域の観光地や市、鎮のモンゴル食品店とモンゴルレストラ
ンでは、伝統的モンゴル食の象徴としてよく売られるようになっている。
　ホルチン左翼後旗では、「モンゴル・アム」は伝統的モンゴル食を代表する食物の一つ
だろう。「モンゴル・アム」という名前の意味からも「モンゴル・アム」はモンゴル族特
有の食物だとわかる。またホルチン左翼後旗における「農耕モンゴル人」たちは伝統的モ
ンゴルの食文化がますます失われていく流れの中で、「モンゴル・アム」を伝統的モンゴ
ル食として選び、守ってきたのだといえる。この地域では、遊牧時代でも、農耕時代でも、
「モンゴル・アム」はさまざまな食べ方で食べられてきた。さらに、食べ方が簡単なため、
忙しい時や調理が面倒な時に、「モンゴル・アム」は間食として食べられている。モンゴ
ル人の食において様々な役割を果たしている。
V．年中行事における「モンゴル・アム」
　季節の儀礼（年中行事）は時間の流れに境界をつくる儀礼である。儀礼食は、時間の境
界の標識であるだけではなく、神話、伝説、世界観、生活意識を反映している事が多い［河
合利光 2005：74］。
　内モンゴル東部地域におけるホルチン左翼後旗の年中行事の中にはモンゴル人と漢人の
関係に関する伝説がみられるものがある。現地の老人によると、旧暦５月５日の端午節と
８月 15 日の中秋節の行事について、以下のような伝説が伝えられている。
　旧暦５月５日は端午節である。この日を端午とする風習は、紀元前３世紀の中国、楚国
から始まったとされる。楚国の屈原という人は人望を集めた政治家であったが、失意のた
めに汨羅江に身を投げることとなり、楚国国民たちは屈原の遺体が河の魚に食べられない
ように、粽を川に投げ込んだ。その日から始まったと言われる。ところが、地域によって
端午節の伝説が違う。内モンゴルには以下の伝説がある。
　① 　昔々、ある日モンゴル族の部落は他の民族に侵略されたが、部落の全員が狩猟に行っ
ていたため、殺される運命から逃がれることができ、その日が旧暦の５月５日であっ
たため、５月５日に狩猟を行う慣習が伝承されてきたというのである。
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月　日 行事 かかわる食物 備考
旧暦　12 月 23 日 
小年（小正月） 
掃除日 や火の祭り
豚の骨付き肉
もち
正月の間でモンゴル・
アムも欠かせない食
物だ
旧暦　12 月 29 日 神の祭り
供え物は白い食べ物
と赤い食べ物が、モ
ンゴル・アムもある
20 世紀の中頃から
なくなった
旧暦　12 月 30 日
ビトン
（正月の前日） 
豚の骨付き肉（朝）
夕方前、祖先に供え
物（モンゴル・アム
を含む）を燃やし供
える
旧暦　１月１日 正月 餃子（朝）
漢人は夜の 12：00 に
餃子と魚を食べる 
旧暦　１月２日 初二
朝は白い食べ物 （モ
ンゴル・アムもある）
昼と夜はシレビン
今は少なくなってい
る
旧暦　１月５日 初五（剖五） 餃子 とシレビン 一年中の悪さを破る
旧暦　１月 13 日
ヤンジュウの日
（悪い日）
大きい餃子
外出と外出先から帰
ることを忌む 
旧暦　１月 15 日
元宵節
正月の十五日
豚の骨付き肉
餃子、元宵団子
家族によって異なる
旧暦　１月 16 日
ハラエドリ（黒い日）
（兄嫁の顔に鍋の墨
をつける日）  
鍋の墨をつけられた
ひとにご馳走する、
しなければ一年が黒
くなる
旧暦　１月 25 日
　　　１月 26 日 
添倉
満倉
美味しい物を食べる 家族によって異なる
旧暦　２月２日 虫の動き出す日 豚頭肉
正月からこの日まで
髪を切ってはいけな
い 
新暦　４月５日 清明節 （墓参り） ヘリと蕎麦
墓に供える物の中、
モンゴル・アムがあ
る
旧暦　５月５日 端午節
玉子 、モンゴル・ア
ム、蕎麦の麺 
砂漠のヨモギで飾る
一年の泳ぎの始まり 
旧暦　８月 15 日 
中秋節
八月の祭り
月餅
出所：筆者の聞き取りより作成
表２　年中行事の食べ物
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　② 　昔々、草原の遊牧民はある日敵の追及を逃れるために、ヨモギの草むらに隠れて、
難を逃れた。そのため人々はヨモギをめでたい物と見なし、現在でも人々は依然とし
て、別なものとして意味づけている。ホルチン左翼後旗では、今も端午節の朝、人々
が日出のうちに各家庭の軒先でヨモギを挿し込んで、家族の全員がヨモギの葉を耳の
中ですべて詰め込み、井戸の水を打ち出して飲んで顔を洗う。
　③ 　内モンゴル東部地域では、ヨモギを端午節の飾り物として用いるが、その由来は様々
である。現地の老人によると、昔々、漢人たちは５月５日にモンゴル人全員を殺す予
定を建てた。モンゴル人と区別するために、漢人の家ではその日ヨモギを軒先に挿し
込まなければならないこととされた。しかし、ある漢人がその予定を親しいモンゴル
人に漏らした。そして、モンゴル人たちはその日、漢人のようにヨモギを軒先でヨモ
ギを挿し込んで、今回の悪運から逃れられたといわれている。そのため、その年から
モンゴル人も毎年の５月５日に軒先にヨモギを挿し込む慣習になった。この日はモン
ゴル人にとって幸運の日なとされているために、伝統的モンゴル食が食べられるよう
になった。特に「モンゴル・アム」がよく食べられている。逆に、漢人がその年の８
月 15 日にモンゴル人を殺す予定を実施して、多くのモンゴル人を殺したので、８月
15 日が節日とされてきたという言い伝えもある。そして、モンゴル人は８月 15 日を
祝わないといわれる。しかし、近年では、この伝説を知っている若者が少なくなって
おり、漢人のように祝うことが多い。漢人がこの日にスイカを食べることは、モンゴ
ル人の頭を食べることの象徴であるとも言われている。
　今でも、内モンゴル東部地域では、このように漢人とモンゴル人の関係をテーマとする
伝説はいろいろ残っている。「モンゴル・アム」は伝統的モンゴル食のイメージとしてよ
く食べられている。
　ほかの年中行事でも、「モンゴル・アム」は伝統的モンゴル食の象徴としてよく使われ
ていることは表２からもわかるだろう。
Ⅵ．おわりに
　「モンゴル・アム」と称する食物は、モンゴル人の特徴的な食物として、もっともよく
知られているが、それが伝統的モンゴル食の象徴として存在しているということは、必ず
しもあきらかであったとはいえない。内モンゴル東部地域では、「モンゴル・アム」はもっ
ぱら「炒米」という漢字で表されているが、漢民族の「炒米」という言葉が、この「モン
ゴル・アム」という語義のみにあてはまるとは限らない。しかし、この地域の漢人は、あ
るいは内モンゴルに居住している漢人でも「炒米」がモンゴル人の特徴的な食物であるモ
ンゴル・アムを指すとわかっているだろう。そして、この地域の「農耕モンゴル人」たち
は、モンゴル人のアイデンティティの象徴として「モンゴル・アム」を伝承してきた。
　食のグローバル化が進み、以前に比べると農耕モンゴル人の食卓における「モンゴル・
アム」の重要性は小さくなったともいわれるが、それにもかかわらず、なぜ「モンゴル・
アム」は変容しつつも食べつづけられてきたのだろうか。
　その理由の一つに、「モンゴル・アム」特有の香ばしい味が、歴史の流れの中でモンゴ
ル人の嗜好性を形成してきたと考えられる。ある食べ物が時代を超えて食べ続けられてき
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た背景の一つには、おいしさ、味の嗜好性があると思われる。さらに、「農耕モンゴル人」
は農業をしているので、「モンゴル」の栽培も容易であるだろう。
　もう一つの理由は、「モンゴル・アム」がモンゴル人のアイデンティティを象徴する食
物であるという点である。内モンゴル東部地域では、「モンゴル・アム」はモンゴル食を
代表する食べ物の一つである。現地の人々は「今、伝統的なモンゴル食として何を食べて
いるか？」と聞いたとき、「ホーリーサン・バダーを今でも食べているよ」と答える。こ
のようにモンゴル族の特徴的な食物として認められているのである。しかも、日常の食生
活だけではなく、年中行事と儀礼でもよく食べられる。西江雅之の「文化の三角形」理論9）
で説明してみると、以前は三角形の低層部を占めていた伝統的モンゴル食がますます少な
くなったため、「モンゴル・アム」は特に伝統的なモンゴル食の象徴として自分の文化の
上部に持ち込まれたといえるだろう［西江 2005］。 
　また、内モンゴル東部地域において、「モンゴル・アム」は社会の変化に対応する形で
変容をとげてきた。経済発展による都市化、居住形態の変化、産業社会、経済性の追求な
ど社会の変化に対し、新しい食べ方の開発やほかの食品の開発などにより、「モンゴル・
アム」はつねに内モンゴル東部地域の農耕モンゴル人の食卓にも、儀礼にも、存在しつづ
けてきた。
　さらに、「モンゴル・アム」の文化的な価値を次世代に伝えていく努力や観光資源とし
ての活用するなど、現代に「モンゴル・アム」を活かしていくための活動も活溌に行われ
ている。そうした事を考えると、「モンゴル・アム」は、今後も社会の変化に応じて変容
を続けながら、「農耕モンゴル人」の食卓に欠かせないものとして存在しつづけるのでは
ないだろうか。
注
1） 通遼市は 1999 年 10 月１日にジェリム盟（哲里木）を改称したもので、赤峰市は 1983 年 10 月 10 日
にジョウオド盟（昭鳥達）を改称したしたものである。
2） 内モンゴル自治区地域におけるホルチン左翼後旗の行政単位の変化：1989 年は５鎮、26 ソム（蘇木）、
３郷 であった。1998 年に２ソムを２鎮に変更して、７鎮、24 ソム、３郷になった。 2000 年には７鎮、
24 ソム、３郷を 11 鎮、10 ソム、２郷に変更した。そして 2006 年には 11 鎮、10 ソム、２郷を 10 鎮、
２ソムに変更した。
3） 中国の畝（ほ、ムー）は、古くは 10 歩四方（この歩は長さの単位で６尺のこと）の面積すなわち
100 平方歩（3600 平方尺）のことを指した。後に５尺四方の 120 倍とされた。尺の長さ自体が時代によっ
て異なるので畝の面積も異なるが、おおむね６アール程度であった。現在の市制においては、１/15 ヘ
クタール（約 6.67 アール）を１畝としている。また、ヤード・ポンド法のエーカーにも畝の字を宛てて
おり、区別のため、前者を市畝（市亩）、後者を英畝（英亩）という。
4） 風力の等級、風力を０から 12 までの 13 級に区分したもの。
5） ホルチン左翼後旗では、退耕返林という工事は 2002 から 2007 までの５年間には 97.2 万ムーが完成
された。その中、退耕返林が 25.6 万ムー、荒地造林が 70.1 万ムー、他の 1.5 万ムーである。
6） こうした名前の中でも、「モンゴル・アム」が最も広く使われている。
7） 内モンゴル以外の地域での食べ方としては、中国東部では、蒸して餅のように、西部では揚げ餅とし
て食べられる［馬王明 1999］。
8） 「タラグ」とはアイラグの上にミルクを入れて作られた乳製品の一つであり、味が酸味のある食物で
ある。
9） 「食べ物」は創造的である。如何なる時代、如何なる土地であっても、各々の社会での文化のあり方は、
三角形の図で示すことができる。それを西江は「文化の三角形」と呼んでいる。その三角形の中には、
数知れない文化項目が詰まっていると想定すると、次に示すような序例が見られる。三角形の上の部分
に含まれている少数の事物はある時代のある社会で、人々が「うらやましい」とか「素晴らしい」とか
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「それこそが文化だ」と思い込んでいる事物である。三角形の下方に行けば行くほど、事物の数は多く
なる。そして、それらは、その社会の中では当たり前のもので、特に取り立てて話題にするほどの事物
ではないとされる。すなわち、それらは立派な文化項目であるにもかかわらず「文化的」などとは人々
は思いもしないような平凡な事物である。三角形の底辺近くに位置づけられる事物はあえて話題にすれ
ば「くだらない」とされるような事物である。すなわち、その社会では、それらが「文化」の例なのだ
と言えば、多くの人がその意見に反発を感じるという種類の事物である。三角形の外側にあるとみなさ
れるような事物はその社会の人々に何らの価値も感じさせない事物であったり、普通の人には理解不可
能な事物であったりする。言い換えれば、文字通りに「異文化」の事物であるか、訳が分からない「異
次元世界」の事物となる。食べ物の場合、そうしたものの多くは世界では「野蛮」などというレッテル
が貼られる［西江 2005］。
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